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浜
名
病
院
は
昭
和
６０
年
、
初
代
院
長
に
具

栄
作
先
生

（現
宅
誉
院
長
）
を
お
迎
え
し
て
開
設
し
ま
し
た
。
具
先
生

ご
自
身
も
こ
の
『浜
風
』
前
号
に
て
お
書
き
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
開
設
当
初
は
と
に
か
く
浜
名
病
院
を
信
頼
で
き

る
医
療
機
関
と
し
て
地
域
住
民
の
方
か
ら
認
め
ら
れ
る
様

に
、
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
大
変
な
努
力
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
湖
西
市
の
歴
代
の
市
長
と
面
談
を
重
ね
、

当
院
に
対
し
て
湖
西
市
行
政
は
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、

市
民
は
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
を
積
極
的
に
意
見
交
換
を
し
、
そ
の
結
果
、
救
急
医
療

の
充
実
・介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
・透
析
病
棟
、健
診
セ
ン
タ
ー
の
立
上
げ
・療
養
病

床
の
確
保
等
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
、浜
名
病
院
の
基
礎
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

３３
年
間
の
具
院
長
体
制
の
後
を
引
き
継
ぎ
、
平
成

３０
年
に
二
代
目
院
長
と
し
て
岡
村

正
造
先
生
（元
豊
橋
市
民
病
院
院
長
）が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。大
病
院
を
長
年
運
営
し
て

こ
ら
れ
た
知
識
と
経
験
か
ら
、各
種
の
改
革
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の

就
業
時
間
帯
の
変
更
・遠
隔
読
影
採
用
に
よ
る
診
断
技
術
向
上
・外
来
診
察
の
Ａ
Ｉ
シ
ス

テ
ム
導
入
・紙
媒
体
に
よ
る
ア
ナ
ロ
グ
的
伝
票
運
用
を
ぺ
―
パ
ー
レ
ス
化
し
て
最
終
的

に
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
ま
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
は
、当
時
の
副
院
長
で
あ
っ
た
及
川
先
生
や
松
山
看
護
部
長
を

中
心
に
沢
山
の
ス
タ
ッ
フ
が
日
常
業
務
を
行
い
な
が
ら
多
く
の
時
間
を
割
い
て
実
現
さ

せ
ま
し
た
。
各
種
の
運
用
方
法
は
変
更
さ
れ
、
新
た
な
知
識
の
習
得
が
必
須
と
な
り
、
当

院
始
ま
っ
て
以
来
の

一
大
業
務
改
革
で
し
た
。

岡
村
院
長
の
就
任
期
間
後
半
の
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
の
連
続

で
し
た
。
日
本
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
た
当
初
は
、
対
応
方
法
が
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
恐
怖
心
も
あ
り
、
当
院
の
医
師
の
意
見
も

様
々
で
、
調
整
す
る
の
に
か
な
り
苦
労
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
従
業
員
か
ら
初
め
て
感
染

者
が
出
た
時
は
、保
健
所
及
び
県
か
ら
の
感
染
対
策
チ
ー
ム
受
入
れ
の
矢
面
に
立
ち
、
ス

ト
レ
ス
の
か
か
る
日
々
が
続
い
た
と
思
い
ま
す
。

昨
年
１０
月
に
は
、
及
川
先
生
が
浜
名
病
院
三
代
目
院
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
及

川
院
長
は
エ
ネ
ル
ギ

ツ
シ
ュ
な
方
で
、整
形
外
科
医
師
と
し
て
外
来
業
務
、
手
術
、
入
院

患
者
対
応
は
も
ち
ろ
ん
、休
日
夜
間
の
日
直
宿
直
業
務
も
こ
な
さ
れ
、浜
松
医
科
大
学
の

各
医
局
と
関
係
を
築
き
、
多
く
の
医
療
情
報
の
収
集
に
努
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、当

院
が
地
域
医
療
の
公
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
員
に
な
る
た
め
に
、湖
西
市
、
浜
名
医
師

会
と
連
携
協
定
を
今
年
の
３
月
に
締
結
し
ま
し
た
。
湖
西
市
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
医
師
不
足
と
救
急
搬
送
の
受
入
れ
の
対
策
や
各
医
療
機
関
の
役
割
分
担
を
明
確
に

す
る
こ
と
な
ど
、今
後
の
効
率
的
医
療
提
供
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、浜
名
病
院
は
３
人
の
院
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
発
展
し
て
き

ま
し
た
。各
院
長
先
生
の
業
績
に
お
き
ま
し
て
は
、紙
面
の
都
合
上
か
な
り
簡
略
化
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、浜
名
病
院
開
設
以
来
３８
年
間
の
歴
史
を
知
る

一
人
と
し
て
、皆

様
方
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

蒻
澳
名
病
院
の
３
人
の
院
長
　
　
・

常
務
理
事
　
小
林

浩
久

暉
‐ _   _ ~■_「ヽ

‐|`.    Tγ
==′ .  …ノ」´｀ ■島餞

′~』
い ‐‐・_ :=:

"

Ⅲ ●

…

0
ル■.

■__._
~^‐

● ■

●

浜
名
病
院
は
人
間
的
な
温
か
み
に

あ
ふ
れ
た
医
療
と
介
護
の
先
進
病
院

と
し
て
、
地
域
の
皆
様
に

『
安
心
と

信
頼
』
を
提
供
す
る
．
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浜
名
病
院
の
理
念
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浜名病院広報委員会
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こ●0まり

ケアワーカー

スズキ  ヨシミ

鈴 木 芳 美

〈趣味・特技〉
映画鑑賞、
歌を聴く事

居宅介護
介護支援専門員

ノツ

野津 いづみ

子育て

こでまり
ケアワーカー
ナガハマ  マユミ

長濱 真由美
〈趣味・特技〉
愛犬と散歩

こ´ヽし
看護師
スズキ  サアヤ

鈴木 沙彩

サウナ

リハビリテーション
技術室
理学療法士
スズキ  ユウキ

鈴木 勇生

古着屋めぐり

|,ハ ビリテーション
技術室
理学療法士
ヒラオカ  タクト

平岡 拓斗

お菓子作り、アニメ

|,ハ ビ|,テーション
技術室
リハビ|り助手
ショウ   アリ

蒋 亜莉

旅行、写真を撮る事

こて`まり
理学療法士
スズキ  リュウト

鈴木 隆斗

筋トレ

看護部長室
看護師

友光 麻記
(趣妹・特技〉
御朱印集め

医事課
事務

ヮダ  ユウカ

和田 優花

ショッピング、
な  ヽ ′
′
~.0

臨床工学室
臨床工学技士

ワクダ  タツヤ

放射線技術室
診療放射線技師
スズシカ ユヅキ

鈴鹿 優月
〈趣味・特技〉
ゲーム

中材・OPE
看護師
ミヤギタニ  アスミ

宮城谷 明未
〈趣味・特技〉
人工関節手術

西病棟
ケアワーカー
イトウ   アユカ

和久田 辰哉

キャンフ

伊藤 綾優花

サウナ
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医事課
事務
シライ  ダイチ

白井 大陸
〈氾味・特■)

ゲーム

―

レ

居宅介護
介護支援専門員
コミネ  トモコ

小峰 倫子

体幹ストレッチ(5分 )

介護医療院
ケアワーカー
マツダ   イサ⊃

松田 伊沙子

Tν′ICE

ヽ ′

健診センター
事務
ミチキヨ  カホ

道清 可帆
〈趣味・特技〉
映画鑑賞
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新CT装置が
'

勒検査に

もたうしたもの
放射線技術室 村野 知樹

新CT搬入設置

■

当院では今年2月 27日 より、新しいCT装置が稼働し始めました。今回導入したCT装置は、

人工知能 (AI)技術を用いた画像処理機能があり、以前の機種よりも検査中の被ばく量を減ら

せたり、造影剤の使用量を減らして実施する

ことができます。コンパクトな機種で省電力

化されており、それでしヽて、X線検出器の性

能は上がつているため、SDGsに貢献できる

実用的な機種であるという利点があると同

時に、精細な情報が収集できるようになつた

ことの意義は大きいです。AI技術を用いた

画像再構築の装置と併用することで、画像分

析の効率が上がり、画像を立体や細分にした

り数値にしたりと、分かり易い画像や結果を

皆様へ提供できるようになりました。
Alによる3D画像       歯の3D画像

「被ばくは大丈夫?」 と患者様からたまに尋ねられることがありますが、放射線 (CT検査では

X線 )は 、一度の被ばくが100mGy※未満であれば心配はいりません。そして、すべての人の中で

最も放射線の影響を受けやすいのは、妊娠15週までの胎児です。胎児が被ばくするのは母親の下

腹部の検査ですので、下腹部のCT検査を例に挙げますと、新CT装置での平均被ばく線量 (体格

で変動)は 6.5mGyで、以前の装置の平均被ばく線量1lmGyより少なくなつており、特に健診用

腹部CTでは、2mGyと大幅に減つています。

検査を受ける方がもし妊娠していることに気づかずに偶然CT検査

を受けてしまっても、安全であることはもちろんですが、実際の被ばく

量を知ることで心配は和らぐかと思います。

このように、新CT装置は検査への安心感をよりもたらしました。た

だし、妊娠を自覚されている方は他の選択肢もありますので、事前に

お申し出ください。

|り ます。

ヽ Gγ (グ レイ)放 射線から体に吸収されるエネルギー量の単位で.

数値が高いほど複ばく壼も多い.

`

‐

孵

Ⅲ3
¨颯0し●OⅢ

=00●=0●
●0‐●つ0■つ‐機00● 00● ●。‐碁ⅢO●●●‐瑯00● 0‐姜00キ OC10●

“

00● 0‐■‐‐■つ 0暴00必 0‐11・‐■●0

■

体内の複雑な構造を分かり易く視覚化することは、私たち診療、放射

線技師の腕の見せ所と言っても過言ではなく、装置の特徴を活かしつ

つ、皆様の健康や治療に役立つ画像を提供するため、一同努めてまい
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年齢を重ねると水痘・帯状疱疹ウイルスに対する免疫力が低下し、ストレスや疲れにより帯状疱疹を

発症しやすくなります。50歳以上を境に約9割の日本人が帯状疱疹にかかる可能性があり、帯状疱疹

になった後、日常生活に支障をきたすほどの神経痛(PHN)、 顔面神経麻痺や失明等を引き起こす場合

もあります。さらに高齢の方であればあるほど発症率、帯状疱疹後神経痛へ移行する確率は上がるた

め、是非予防接種を受けられることをお勧めします。

帯状疱疹ワクチンには下記の2種類があります。

■i11 50～ 59歳  966。。  60～ 69歳  974%
子防 | フ0～フ9歳 913%  80歳 以上 914%
¬黒 | >帯状疱疹後神経痛88%軽減

〔■種回数12回
【
=続

朗問110年経過時点でも30%程度の予防効果が確認

されている

(貴 月 11回 22.OOO円 (2回 接種で計44.000円 )_

※予防接種を受ける日に満50歳以上で.湖西市に住所を有する方は.1回 につき4.000円 の動成が受けられます。

(水痘ワクチン4.000円・帯状疱疹ワクチン2回接種合計で3.000円 )

帯状疱疹の発症及び重症化予防、発症後の神経痛症状を軽減させるため、ワクチン機種をお勧めします。

ワクチン

接種の

お申込み

お問合せ

浜名病院 健診センター TEL:053‐573‐3700 FAX:053‐ 573‐3711
受付時間 :月・火・水・ 金/8:15～ 17:00

木・土/8:15～ 12:00
※日・祝日はお体みです

水痘ワクチン (ビゲン) 帯状疱疹ワクチン (シングリックス)

質 D
唆 慇 トマトのマリネ

トマトには美肌効果のあるビタミンC.老 化を抑制するビタミン[力
'雷

専で.ミネラルや食物緻縫など

もバランスよく含まれ詠 色の色素成分で抗巌化 |ド用のあるリコピンも豊富です .リ コピン|`熟 に強

く脂溶性なので珈 熱調理や油を使用することで摂取効率が高まります.また.トマトにはうまみ成分

のグルタミン螢が含まれているので料理に加えることで味を深めてくれます .

滝所り八ビリテーションセンター

0 浜名病院

湖西市新所同崎梅日入会地15番地のア0

材 料
(2人分)

トマト  ■ 11コ (120ご

玉なき  」 ●41111503.

酢 小さじ 1

砂袴  小さじ 1

オリープオイル  小さし'2
i 少々

こし.,う  少々

乾燥パ Uり  少々

1 トマトはヘタを取1,■き.1-1 5tm角 に切る。

2玉ねぜはみじん切t,にし.・サ|こ さらしておく。

13すべての調味料をボウルで混ぜ合わせ.

「

と■ を][えて和える.

二 味が軽くしみこむまで冷蔵庫でなかせる.

互 器に感 |」 付け.バセリをhヽ ける。

来当院では.トマトを食べやすくするため.皮を

湯むきしてから調理しています.

こ :で
::ま

り

鯨
ヽ

`

受付時間 1■前 8100～ 12:00 ∠
Fイ箋 1130～ 5:30

診察時間 午前 9100～ 12i00 午後 3100～ 5:45

休診曰 木曜日・土曜日 (午後)日曜日・祝祭日
時間外餃急対応

(専門外の場合がありますので.ご連絡ください.)

０
「
ｔ

イ
メ
ー

，

し
て

可
愛

い
中
ヒ

゛
ｔ
表
■
し
て

み
ま
し
た
。
　

・

ら

月
カ
レ

ン
ダ
ー

子供の日工作 レク
′鮨ったり匈った・ムたくさんの
若壕が作って下●し1ま した。

各診療において、受付時間および診察時間が異なる場合があります。詳しくは医事課までお問い合わせください。

外来診療 医師当番表に関しましては別紙またはホームページでご確認ください。
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電話 053-577-2333(代 )
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編集 1広報委員会 委員長 :柴田

ンターからの らせ

発症 1 50～59歳 69.8%  60～ 69歳 64%
予防 1 70～ 79歳  41%  80歳 以上 18%
効果 |卜 帯状疱疹後神経痛30%軽減

【姜種回数11回
時 精期間15年程度

l費 用 〕フ′00円 来
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